
 

 

 

令和８年度  八尾隣保館事業計画 

 

国 は 2 0 4 0年 に 向 け 人 口 減 少 ・ 単 身 世 帯 の 増 加 等 の 社 会 情 勢 の

変 化 と 多 様 化 ・ 複 雑 化 す る 福 祉 ニ ー ズ 、 人 口 構 造 や 世 帯 構 成 の

変 化 ス ピ ー ド の 地 域 差 、 地 域 に お け る 支 え 合 い 機 能 の 脆 弱 化 へ

の 対 応 が 課 題 で あ り 、 全 て の 市 町 村 で 多 様 な 地 域 生 活 課 題 の 解

決 に 向 け て 、 福 祉 分 野 を 超 え た 連 携 や 地 域 と の 協 働 を 進 め 、 包

括 的 な 支 援 体 制 の 整 備 を 強 力 に 推 進 し て い く 必 要 が あ る と う た

っ て い る 。 地 域 と 行 政 が 一 丸 と な り 地 域 の 資 源 を 最 大 限 活 用 し 、

誰 も 取 り 残 さ れ る こ と な く 地 域 で 支 え 合 う 社 会 を 目 指 し 、 さ ら

なる実現・深化していくことが重要であると言われている。  

当 法 人 と し て 、 変 化 し て い く 社 会 の 姿 を 見 据 え た 事 業 の 継 続

と 地 域 の 課 題 に 対 し て 積 極 的 に 取 り 組 み 、 新 た な 福 祉 サ ー ビ ス

の 創 業 に つ な が る 活 動 を 進 め る 。 長 期 に 渡 り 事 業 を 支 え る 人 材

の確保、育成に努め、風通しの良い組織風土を 醸成する。  

 

１．重 点 事 項 

 （１）人材確保、育成と環境づくり 

・学校や関係機関との連携強化と、実習生やアルバイト等を積極的に受

入れ、採用へと繋げる。 

・ブランディング活動を進めた積極的な情報発信 

・採用活動を積極的に進め各事業の安定的運営を担保する。またAIや

ICT等の活用を検討し業務省力化を図る。 

・職員の定着と資質向上を目指した新人職員研修や階層別研修を計画・

実施する。 

・次世代の育成を含めた働きやすい職場環境の整備。 

 

（２）時代が必要とするサービスの創造 

・地域密着型介護老人福祉施設開設及びサポートやお改修工事。 

・行政や関係機関等と連携し地域課題に取組む新たな事業の実施。 

 

（３）事業の継続性及び運営の透明性 

・法人役員会の開催。 

・法人連絡会議（施設長会議、マネージャー会議）の開催。 

・全事業所における福祉サービス第三者評価事業受審の準備。 

・BCPを活用した上で、災害に対応できる体制作りに努める。 

また災害時派遣を想定した研修の受講や職員の育成を図る。 

 

 （４）地域支援事業の充実 

・居住支援法人としての活動を強化し協議会へも参画する。 

・児童育成支援拠点事業の実践と地域への周知を図る。 

・食支援活動により子ども食堂や児童育成支援拠点事業との関 

係強化を図る。 

・生活困窮者レスキュー事業や中間的就労事業等、さまざまな 

課題を抱える人々に対し伴走型で断らない相談支援を行う。 

・法人後見活動の安定性と継続性をさらに求めていく。 

   ・八尾市社会福祉施設連絡会等と連携を図る。 



 

 

令和８年度 児童部門事業計画 

(キリンこども園、キリン第二こども園、ルフレ八尾、Kidsつむぎ) 

 
 

少子化の急速な進行や家庭形態・地域社会の変化により、こどもと家

庭を取り巻く環境は大きく変容している。とりわけ、孤立する子育て家

庭の増加、経済的社会的困窮を背景とした課題などは複雑化多様化して

きており、全てのこどもが安全で安心を感じながら成長していける環境

作りが求められている。 

こども園では「こども誰でも通園制度」も本格的に実施され、地域の

子育支援機能の一層の充実が求められる。また、共に育ち、学び合うイ

ンクルーシブな保育や支援の推進は重要な役割である。 

令和6年にはこどもに教育・保育等を提供する事業者に対し、児童対象

性暴力等を防止する措置を講じることを義務付ける「こども性暴力防止

法」が成立した。こどもの権利利益を擁護するため、こどもが安心して

過ごせる環境や職員の専門性の向上、早期発見、防止に向けた取り組み

がより一層求められる。 

社会全体でこどもや子育て世帯等を守っていくため、身近な相談機関、

子育ての伴走者として包括的な相談機能の整備、訪問支援、こどもの居

場所づくり支援、親子関係構築支援などを通じ、関係機関と協働しなが

ら虐待防止支援を展開できるよう努めていく。そして、次世代以降も健

全な親子関係が継続するよう肯定的な子育て等の世代間継承を支援して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．重 点 事 項 

  

 部署名 キリンこども園、キリン第二こども園、エブリ 

 

（１）利用者支援の充実 

・定期的なカンファレンスを通して子ども理解を深め、子ども一人ひ 

とりの人権を尊重した主体的な教育・保育を実践する。 

   ・保護者からの相談に対し、早期対応と継続的なフォローを行う。 

   ・子どもの性暴力防止および虐待防止の観点から、安全確保と職員の 

意識向上を図る。 

   ・見守りカメラの設置により、安全管理の強化と事故防止に努める。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

・スタッフ同士の連携を密にし、働きやすい環境を作る。 

・実習生、職業体験、学生アルバイトを積極的に受入れ採用へと繋げる。 

・外部研修や関係機関との学習機会を活用し、職員の専門性向上を図る。 

・子どもの権利擁護、障がい理解、虐待・性暴力防止等に関する内部 

研修を計画的に実施する。 

   

（３）地域とのつながりと共生                                 

・地域の学校や高齢者施設など、多様な世代との交流を積極的に行う。 

・園庭開放や３園合同の地域交流の場「そらいろ」の実践を促進し、子 

育てを楽しめるような情報の提供や保護者同士のつながりを深めてい

く。 

 

（４）時代が必要とするサービスの創造 

・地域交流スペース「いざよい」を活用し、子育て支援を進めていく 

・スマイルサポーターの相談機能を活用し、地域子育て家庭の不安や

悩み等の相談に応じる。（ルフレ八尾との連携・LINE相談） 

・「こども誰でも通園制度」を実施し、多様な利用形態に対応できる

受け入れ態勢を整備する 

・障がい児支援や多様なニーズに対応するため、関係機関との連携を 

強化する。 

       

（５）事業の継続性及び運営の透明性 

  ・積極的に情報発信し、地域の方や保護者の信頼を得る。 

・目標実施数 

・一時保育     延べ人数月30人 

・休日保育     延べ人数月40人 

・こども誰でも通園制度  月20時間 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．重 点 事 項 

  

 部署名 ルフレ八尾 

 

（１）利用者支援の充実 

・多職種参加の個別支援会議を実施することで、認知や感情、行動の見 

える化を図り、支援計画の作成および切れ目のない支援を提供する。 

・第三者評価を受審し、課題の整理および支援体制の強化に努める。 

・継続した性教育講座を実施し、正しい性の知識を身につけてもらうよ

う努める。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

  ・BCPを活用した内部研修や訓練等を行い事業が継続できるような環境を

整える。 

  ・こども性暴力防止法の施行に伴い、こどもが安心して生活できる環境

の整備、早期発見や防止に向けた取り組みを行い、職員の専門性向上

のために内部研修を実施する。 

 

（３）地域とのつながりと共生 

・大阪府および八尾市から受託している電話相談事業で地域住民が抱え

る子育ての悩みや相談等に応じる。 

・自治会等が行っている活動に協力・参加し、災害時に地域住民の避難

拠点としての役割を果たせるよう努める。 

 

（４）時代が必要とするサービスの創造 

  ・子育て短期支援事業の受け入れ態勢や仕組み作りを強化し、様々な困

難を抱える子育て世帯の虐待予防支援を図る。 

  ・地域でケアを必要とする産婦等の支援を行うため、関係機関と連携を

図りながら助産師や心理療法担当職員と一緒に訪問し心理的ケア等を

実践する。 

・tetote（若年被害女性等の早期把握事業）を発展させていくにあたり、 

関係機関と連携し、役割分担を行いながら必要な支援が届くよう努め 

る。 

 

（５）事業の継続性及び運営の透明性 

・地域からさらなる信頼を得られるよう積極的な情報発信や関係機関と

の連携を深め、母子生活支援施設の理解や周知のための広報活動を進

めていく。 

・退所後も母子が自分らしく生活していけるよう権利ノートを活用し、

日々の支援を通じて母子の権利擁護に向けた取組を図る。

 

 

 

 

 

 



１．重 点 事 項 

  

部署名 Kidsつむぎ 

 

（１）利用者支援の充実 

  ・子どもの権利条約を理解し、子どもの声をしっかり聴くと共に意   

見を取り入れた保育の実践を心がける。 

・子ども一人ひとりの学童での生活状況を把握しながら、子どもの

情緒や関係性に配慮し、子どもの意見を尊重していく。 

  ・子ども、保護者にとって安心・安全に過ごせる継続的な居場所づ

くりに努める。 

  ・定期的な親子行事や懇談会、必要があれば個別懇談を開催し、子

育て相談等の支援を行うと共に、保護者間の交流や関係づくりを

行う。 

   

（２）人材育成と環境づくり 

  ・幅広いテーマに関する研修に参加することで、学童保育に関する

知識を深め、フォローアップも充実させる。 

  ・実習生、職業体験等の受け入れや、福祉に興味のある学生の採用

を積極的に行い、就労についての動機付けや実践フォロー等の支

援を行う。 

  

（３）地域とのつながりと共生 

  ・学校等の関係機関と連携し家庭を共に支える体制づくりに努める。 

  ・地域の子育て世代から高齢者まで、地域の誰もが参加できるイベ

ントや講座を開催し、多様性のある居場所づくりを継続的に行う。 

  ・地域で活躍する団体等との協力により、地域で子どもたちを支え

る関係づくりを行っていく。 

 

（４）時代が必要とするサービスの創造 

 ・犯罪、災害等から子どもを守るため、地域住民の方々と連携、協 

力して子どもの安全を確保する取り組みを継続して行う。 

 ・性被害防止のため、子どもの発達段階に応じた啓発を実施する。 

 

（５）事業の継続性及び運営の透明性 

  ・第三者評価制度等の活用を視野に入れた自己評価を行い、運営の

改善を行っていく。 

  ・利用者アンケートでは、子どもを対象にしたアンケートを実施す

ることで、子どもの声を運営に活かしていく。 

 

 



 

 

令和8年度 高齢部門事業計画 

(成法苑、心合寮、サポートやお、つむぎ ) 

 

令和８年度は、団塊の世代がすべて後期高齢者となり、高齢者介護を

取り巻く環境がこれまで以上に大きく変化する重要な年度である。高齢化の

進展に加え、介護人材不足、物価高騰、制度改正への対応など、事業運

営には一層の柔軟性と持続可能性が求められている。  

国においては、地域包括ケアシステムの深化・推進をはじめ、介護人材

の確保と処遇改善、介護現場の生産性向上に向けたDXの推進、認知症

施策の総合的な強化が示されている。  

相次ぐ大規模災害を踏まえ、国が求める福祉施設の災害時対応力の強

化や地域における支援拠点としての役割は今後さらに重要性を増している。

このため、平時からの訓練や具体的な対応シミュレーションを重ねるとともに、

事業継続計画の定期的な見直しと実効性の向上に継続して取り組む。 

高齢者部門においては、国の施策動向および地域ニーズを的確に捉え、

地域共生社会の実現に向けた社会福祉法人としての役割を果たすため、

単年度ごとの支援目標を事業所ごとに設定するとともに、進捗管理と評価

を行いながら、職員一丸となって質の高い介護サービスの提供と持続可能

な事業運営に取り組んでいく。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．重 点 事 項 

 

部署名  特別養護老人ホーム成法苑・第二成法苑つむぎ  

 

（１）専門性が高いサービスの提供  

・新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染症に対し、 両施設で同

一基準・同一判断で対応できる体制を構築する。平時から情報共有を徹

底し、実効性のある対応力を高める。 

・協力医療機関・ホームドクターとの連携を強化し、急変時・看取り期に

おける役割と判断の流れを明確化する。 

・外出行事は、少人数・個別対応を基本とし、心身機能の維持向上及び生

活意欲の向上、ストレスの軽減に努める。年に4回実施する 

・認知症ケア、医療的ケア、看取りケアに加え、日常生活支援から終末期

までを通した職員間の認識を統一し、ケアの質を安定させる。 

 

（２）人材育成と環境づくり  

・ICTや介護テクノロジーの活用により業務を効率化し、創出した時間を

利用者と向き合うケアの時間へ還元する。生産性向上をケアの質を高め

る手段として位置づける。 

・外部研修を通じて得た知見を自施設の実践に落とし込み、職員個人の学

びを現場全体のケア水準向上へつなげる。 

 

（３）地域とのつながりと共生  

・地域の子育て世代から高齢者まで、地域の誰もが参加できるイベント開

催により、関係性を密にし、顔の見える関係作りに努める。  

・BCPを活用し自治会と共同で避難訓練を実施し地域の防災力強化を図る。 

 

（４）時代が必要とするサービスの創造  

・看取りの時期も含め、最後まで本人の希望を大切にした暮らしを支える

施設を目指す。 

 

（５）事業の継続及び運営の透明性  

・９割以上の入居稼働率を維持するため、入退去調整・医療連携・生活支

援を連動させ、空床期間の最小化と安定した事業運営を行う。 

・高齢者人権を施設運営の基盤とし、虐待・不適切ケア・身体拘束の未然

防止に重点的に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．重 点 事 項 

 

部署名 養護老人ホーム心合寮              

 

（１）専門性が高いサービスの提供 

・個々のニーズや意思を尊重し、本人主体の「その人らしい」暮らしが実

現できるよう、個別ケアの充実を図る。 

・介護予防と生きがいづくりの支援を強化し、心身機能の維持や生活の質

の向上に努める。 

・多様化・複雑化する処遇困難ケースにも対応できるよう、相談支援体制

を整え、断らない支援を目指す。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

  ・年間研修計画に沿った研修（eラーニング）や、施設内外研修に積極的

に参加し、職員の資質向上を図るとともに、組織全体のサービスの質の

向上を目指す。 

  ・自己チェックシート等を活用し、高齢者・障がい者虐待防止について正 

しい知識を学び実践する。（２回/年） 

・業務内容を見直し業務の効率化を図ると共に、職員間の情報共有に努め 

チーム力を強化する。 

 

（３）地域とのつながりと共生 

  ・地域との交流を促進し、地域行事への参加やボランティアの受け入れ等 

「開かれた施設」として協力し合える関係性を構築する。 

  ・中間的就労や実習生、小中学校の体験学習や職場体験を積極的に受け入 

れ、訓練や体験の場としての役割を果たす。 

   ・福祉避難所としての役割を継続し、災害支援体制を整える。 

   

（４）時代が必要とするサービスの創造 

・業務分担の見直しや細分化を図り、シニア世代の就労継続を支援する。 

・空床を活用し、大阪府女性相談センターのDV被害者一時保護や、居住支

援法人との連携による契約入所を受け入れ、迅速かつ適切な対応により、

安全性の確保と支援内容の充実を図る。 

 

（５）事業の継続及び運営の透明性 

  ・稼働率96％を目指す。 

  ・SNSや広報誌、パンフレット等を活用し、行政や各関係機関等へ施設機

能の情報を発信する。 

・BCPに基づき定期的な訓練や研修実施、計画の見直しを行う。(２回/年) 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．重 点 事 項 

  

 部署名 サービス付き高齢者向け住宅つむぎ 

 

（１）専門性が高いサービスの提供 

・入居者の心身の状況を掌握し、往診医(内科、精神、歯科)と連携及び協

力を図りながら医療、介護サービスを提供する。 

・入居者が悩みや困りごとを相談しやすい環境を心がける。 

・入居者同士の交流・生活意欲の向上の為に、年４回の外食・外出企画を

実施する。 

・運営懇談会を開催し要望に添った支援を心がける。 

・定期的な避難訓練を行い災害時に備える。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

  ・施設運営や介護関連の研修会に積極的に参加する。 

  ・スタッフ間で情報共有するために３か月に１回会議の場を設け 

支援の統一化を図る。 

  ・他のサ高住の相談員と情報交換する。 

   

（３）地域とのつながりと共生 

・Kidsつむぎの児童との世代間交流を通じて入居者間の交流と余暇の充 

実を図る。 

・高齢者あんしんセンター主催のイベントに参加する。 

・教室やイベントを開催し地域交流へと拡げていく。 

 

（４）事業の継続性及び運営の透明性 

・９割以上の稼働率を目標に、地域包括支援センター等との連携強化、地 

域イベントでの説明・常時見学体制の整備と年2回以上の案内送付によ 

り、施設の魅力を継続的に発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．重 点 事 項 

  

 部署名 デイサービスセンター成法苑・サポートやお（一般） 
 

（１）専門性が高いサービスの提供 

・ケアプランに沿い、利用者の身体状況や能力、自宅の住環境に応じた個

別機能訓練プログラムや脳トレプログラムを提供するとともに、外出プ

ログラムや指標となるデータを可視化することで、効果を検証し、LIFE

のフィードバック内容を計画に反映させ提供サービスの充実に努める。 

・緊急時や支援困難ケースに対し、迅速かつ適切に対応するため、居宅介

護支援事業所や医療機関と連携に努める。 

・SNSを活用し、家族と連携の機会を設けることで事業の透明性と家族の

信頼に努める。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

・介護技術や医療知識、認知症対応など専門性を高める研修（eラーニン

グ含む）へ主体的に参加し、職員のスキルアップを図る。また伝達研修

を通して、事業所全体の質の向上に努める。 

・人材育成研修を含め内部研修を年6回実施する。通所部門の質の向上に

努める。 

・認知症高齢者への対応力向上のため、認知症高齢者実践者研修を積極的

に受講する。 

・DX化を取り入れ、生産性の向上や業務の効率化を図り、職員の負担軽 

減により高齢者の自立支援を効果的に促進する。 
 

（３）地域とのつながりと共生 

・居宅介護支援事業所や地域包括支援センター、医療機関などと連携を図

り、利用者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう努める。 

・地域のボランティアグループや活動団体の活動の場を提供する。 

・自治会や運営推進会議へ参加し、地域の情報収集に努める。また、施設

における感染症対策や自然災害の対応など、情報を発信し、地域との連

携強化を図る。 

  

（４）時代が必要とするサービスの創造 

・AIを活用し業務の効率化と質の向上に努める。 

・職場体験や介護実習を積極的に受け入れ、介護事業の啓発活動に努める。 

 

（５）事業の継続及び運営の透明性 

・事業稼働率90％（一日の利用者数36人）以上の確保に努める。 

・緊急時に必要なサービスを継続して提供できるよう、BCPに基づいた定

期的な訓練の実施および計画の見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．重 点 事 項 

  

 部署名 デイサービスセンターサポートやお・つむぎ（認知症対応型） 

 

（１）専門性が高いサービスの提供 

・認知症の内部研修（eラーニング含む）を実施することで知識を深め、

個々の利用者への対応方法を職員同士で検討し実践する。 

・事業所独自のプログラムを活用し、他事業所との差別化を図る。 

・家族も含めた在宅生活での支援やレスパイトケアに努める。 

・家族会を通じて家族同士の交流を促進し、認知症の知識と理解を深める。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

・認知症の専門性を高めるため、認知症実践者研修の参加や内部研修（年

6回）の実施によって知識や技術を習得する。 

・介護職員のくもん学習療法士の資格取得率100％を目指す。 

・認知症に対する知識と理解を深める為に認知症サポーターを内部育成 

する。 

・DX化を取り入れ、生産性の向上や業務の効率化を図り、職員の負担軽 

減により高齢者の自立支援を効果的に促進する。 
  

（３）地域とのつながりと共生 

・居宅介護支援事業所や地域包括支援センター、医療機関などと連携を図

り、利用者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう努める。 

・認知症ケアの拠点として、地域住民へ活動の場を提供する。 

・ボランティアグループとの地域活動への参加に努める。 

・災害対策の実施に当たり、地域住民の参加が得られるように努める。 

・地域住民に施設イベントへの参加を促し、日頃の関係づくりに努める。 

  

（４）時代が必要とするサービスの創造 

・AIを活用し業務の効率化と質の向上に努める。 

・職場体験や介護実習を積極的に受け入れ、介護事業の啓発活動に努める。 

 

（５）事業の継続及び運営の透明性 

・事業稼働率93.3％（一日の利用者数11.2人）の確保に努める。 

・緊急時に必要なサービスを継続して提供できるよう、BCPに基づいた定 

期的な訓練の実施および計画の見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．重 点 事 項 

  

 部署名 デイサービスセンターサポートやお（障がい） 

 

（１）専門性が高いサービスの提供 

・障がい者への理解を深め、利用者個々の能力の発見と個々のニーズに 

合わせたサービスを提供する。 

・職員間で情報の共有化や連携を図り、共通認識を持ち支援の統一を図る。 

・高齢者介護で培った技術を支援に活かす。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

・障害福祉サービスの仕組み等についての内部研修を年２回実施する。 

・障害者総合支援法や障がい者の疾患を学ぶ研修会へ参加し、伝達研修 

を通じて職員の質の向上に努める。 

・利用者と共に行う活動を増やし、職員のスキルアップに努める。 

  

（３）地域とのつながりと共生 

・相談支援事業所や各関係機関等へ積極的に出向き、顔の見える関係作り

に努める。 

・他の障害支援事業所との情報交換、連携を図り、地域活動支援センター

事業としての地域における社会資源となる。 

・地域社会の中で安心して生活できるように社会との交流の機会を提供

する。 

 

（４）時代が必要とするサービスの創造 

・AIを活用し、業務の効率化と質の向上に努める。 

・近年、認定が増えている発達障害者への受け入れについて、計画相談員

関連機関と連携していく。 

 

（５）事業の継続及び運営の透明性 

・ショートステイについては、1日平均3.0人を目指す。 

日中一時支援については、1日平均2.0人を目指す。 

・緊急時に必要なサービスを継続して提供できるよう、BCPに基づい 

た定期的な訓練の実施および計画の見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．重 点 事 項 

  

部署名 ホームヘルプサービス成法苑 

 

（１）専門性が高いサービスの提供 

・利用者の心身の状態、生活環境及び能力に応じた個別援助計画の

実践・評価を行い、利用者一人ひとりの意向に寄り添った質の高

いサービス提供に努める。また、主治医や関係機関との連携を密

にし、自立支援及び生活の質の維持向上を図る。 

・利用者の症状の急変、サービス提供中の事故など、緊急事態が発

生した場合、速やかに家族や関係機関等へ連絡し、的確な情報共

有と迅速な対応を行う。 

・支援困難ケースや虐待が疑われるケース、関係機関等と連携し、

適切なサービス提供を行う。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

・外部研修及び毎月実施する内部研修を計画的に活用し、専門知識

や介護技術の向上を図る。また、職員間での知識・技術の共有を

進め、サービスの均一化と質の向上に努める。 

・生活援助サービスに従事する人材の育成を行い、福祉分野への就

労のきっかけづくりを行う。 

・業務分担や業務フローの見直しを計画的に行い、業務効率化を進

め、新たな事業展開に対応できる職場環境の整備を図る。 

 

（３）地域とのつながりと共生 

・ソーシャルワーカー、医療機関等との連携を強化し、利用者の心

身機能の回復及び生活機能の維持・向上に向けた支援を行う。 

・障がい福祉サービスを担う相談支援事業所と密に連絡調整を行い、

サービス担当者会議やカンファレンスへ積極的に参加し、利用者

の障がい特性や疾患への理解を深め、切れ目ない支援を提供する。 

 

（４）時代が必要とするサービスの創造 

・「子育て世帯訪問支援事業」における実践事例の蓄積及び振り返

りを行い、得られた知識や経験を活かしながら、地域ニーズに即

したサービスの充実及び事業展開を図る。 

・利用者及び家族の多様なニーズを把握し、介護保険制度や他制度

では対応が困難なケースについては、自費サービスを柔軟に活用

し、在宅生活の継続と家族の負担軽減を支援する。 

 

（５）事業の継続及び運営の透明性 

・平日の平均利用者数31名以上を目標とし、安定した事業運営に努める。 

・定期的なモニタリング及びアセスメントを実施するとともに、部内会議

の活性化を図り、情報共有の徹底と支援内容の標準化に努める。 

・訪問ルートや訪問内容等、日常業務の見直しを継続的に行い、業務の効

率化と生産性の向上を図ることで、利用者の受入拡大と職員の負担軽減

の両立を目指す。 



 

 

１．重 点 事 項 

  

 部署名 地域包括支援センター成法苑・サポートやお 

 

（１）専門性が高いサービスの提供 

・高齢者虐待の未然防止および早期発見・早期対応に努めるとともに、成

年後見制度や日常生活自立支援事業の利用促進、消費者被害防止の啓発

について、権利擁護センター等の関係機関と連携し継続的な支援体制を

構築する。 

・8050問題、生活困窮、ヤングケアラー、孤立・ひきこもり等、複雑化・

複合化した課題や制度の狭間にある世帯に対して、関係機関・専門職と

連携しながら包括的な課題解決に努める。 

・地域の介護支援専門員が質の高いケアマネジメントを実践できるよう、

医療機関との入退院時の連携調整、支援困難ケースへの助言、同行訪問

等の後方支援を行い、地域全体の支援力向上を図る。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

・実習生の受け入れを1名以上行い、実習指導者に求められる資質及び指

導能力の向上を図ると共に専門性の高い支援に努める。 

・介護支援専門員を対象とした研修会や事例検討会を開催し、制度の理解、

実践力や技術力の向上を支援し、地域におけるケアマネジメントの質の

向上を図る。 

 

（３）地域とのつながりと共生 

・地域ケアケース会議を年 6回開催し、多職種協働による随時会議や個

別事例等の検討を通して、地域ネットワーク強化、地域課題の把握及

び解決に向けた取組みを推進する。 

・在宅医療を担う地域の医療機関と連携し、医療・介護の切れ目のない

支援体制を構築するとともに、地域において支援が必要な高齢者の実

態把握と早期対応に努める。 

・認知症地域支援推進員および認知症初期集中支援チームと連携し、認

知症の方や家族の状況に応じた適切な医療、介護サービスにつなぐ。 

  

（４）時代が必要とするサービスの創造 

・高齢者の社会参加および介護予防の推進を目的に、地域住民のニーズに

応じた教室や講座を実施する。ICTの活用を推進し、携帯電話やタブレ

ット等を活用した情報提供を行い、高齢者の社会的孤立防止を図る。 

・地域共生社会の実現に向け、つなげる支援室や地域支援事業なないろと

連携を図り、重層的支援体制で包括的に相談支援を行う。 

 

 

 

 

 

 



 

 

１．重 点 事 項 

 

 部署名 ケアプランセンター成法苑・サポートやお            

 

（１）専門性が高いサービスの提供 

・地域の中で利用者が望む生活が実現できる様に、一人ひとりの特性・能

力・生活環境を丁寧に把握し、多様な生活支援サービス及びインフォー

マルサービスの調整を行う。 

・利用者の権利を尊重し、快適な住環境のもと安心・安全に日常生活が送

れるよう、施設サービスや在宅サービスに関する情報収集を行い、適切

なケアマネジメントを行う。 

・受診同行や病院訪問等を通じて医師・相談員との連携を強化し、看取り

や医療ニーズの高い利用者についても積極的に受け入れを行う。ICTを

活用し、多職種間での迅速な情報共有を行う。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

・ケアマネジャー不足の現状を踏まえ、人材の確保だけではなく育成及び

定着を重要課題として位置づける。 

・介護支援専門員見学実習生を２名以上受け入れ、ケアマネジメント業務

の魅力発信と将来的な人材確保につなげる。 

・週一回以上会議を実施し、主任介護支援専門員を中心に事業所内でのス

ーパービジョンや相談体制を強化する。 

 

（３）地域とのつながりと共生 

・八尾市介護保険事業者連絡協議会を通じ、他法人との共同の研修会を実

施し、地域のニーズに対応できる環境を整える。 

・医療機関や障害サービス事業所、自治会等と連携を図り、多くの情報を

共有し地域との共生、関係づくりに努める。 

・“地域のおせっかい”を発見、開発し、インフォーマルサービスの醸成

や地域づくりに取り組む。 

 

（４）時代が必要とするサービスの創造 

・生活困窮者レスキュー事業や居住支援事業等の地域支援事業との連携

を図り、時代が必要とするサービスを創造していく。 

・多種多様な社会資源の情報収集に努め、事業やサービスを発掘する。 

・アウトリーチの強みやノウハウを活かし、8050問題やヤングケアラー、

虐待、ひきこもり等の潜在的課題を早期発見し適切な機関と連携する。 

 

（５）事業の継続及び運営の透明性 

・DXを推進し、事務作業の効率化を図ると共に、ケアプラン数（一人平均

38件）認定調査数（月平均15件）を目指す。 

・生成AI等の新たな技術を適切かつ安全に活用し、事務・資料作成等の効

率化を進め、創出された時間を利用者・家族への支援につなげる。 

・国や自治体の方向性を確認し、業務の在り方について整理しながら持続

可能な運営体制と新たなビジネスモデルの検討を行う。 

 



 

 

１．重 点 事 項 

  

 部署名 障がい者虐待防止センター サポートやお 

 

（１）専門性が高いサービスの提供 

・障がい者虐待に関わる総合相談に対し迅速かつ適切に対応する 

・24時間365日の連絡体制を整え、緊急時の対応を確実に実施する。 

・一時保護中の安全確保と支援内容の充実を図る。 

 

（２）人材育成と環境づくり 

・事例検討等を活用し対応スキルの向上を図る。 

・障がいの特性や対応方法、虐待防止等に関する研修会に参加し、専門的

知識の向上を図る。 

 

（３）地域とのつながりと共生 

・障がい福祉課、相談支援センター、就労継続支援事業所、各関係機関等

との連携を強化し情報を共有する。 

 

 

 

 


